
◆学区等の概要

◆学校沿革史

伊勢原市東部で厚木市に接する学区は、伊勢原市の丘陵と相模川が作った低湿地に接する位置に
ある。早くから人が住み着いた土地で、近くには前方後円墳や中規模の円墳があり、円筒はにわ等
が出土している。
平成に入り、次第に農地が住宅地とかわり、成瀬小学校の児童数が増加したため、成瀬小学校、

緑台小学校から分離し、平成 11 年 4 月 1 日に本校は石田小学校として開校した。令和元年度は創
立 21年目を迎え、新時代とともに未来を見据えた新たな石田小学校の学校づくりが始まる。

平成 11年度 児童数(853)、教職員(43) 平成 22年度 児童数(627)、教職員(43)
初代校長 牧 喬 就任 ・市教委委託人権教育研究報告会

・石田小学校開講宣言式 ・全校道徳（秋山里奈氏）

記念植樹（正門しだれ桜） ・東日本大震災 3.11 （計画停電）
・開校記念行事（全校綱引き） 平成 23年度 児童数(618)、教職員(41)
・校歌発表会 ・校舎東木製門扉完成

平成 12年度 児童数(850)、教職員(44) ・防災井戸掘り（命の水ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

・南門壁画完成（卒業制作） ・道灌祭りｿｰﾚﾊﾟﾚｰﾄﾞ 6年生参加
・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾗﾌﾞ、おやじの会、 平成 24年度 児童数(608)、教職員(41)
夏休み子どもクラブ発足 第 4代校長 柴田 尚 着任

平成 13年度 児童数(845)、教職員(43) ・伊勢原養護学校インターシップ受入

・石田ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ開催 ・金環日食（朝）で登校時刻繰下

・地域教育懇談会開催 平成 25年度 児童数(571)、教職員(39)
・図書館ＰＣ導入 ・15周年記念全校児童航空写真撮影

平成 14年度 児童数(820)、教職員(45) ・台風による臨時休業 10/16
・読み聞かせﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ開始 ・Ｉｓｈｉｄａ祭高ふぇすた実施

・木陰づくり（花みずき植樹） ・大雪により下校時刻繰上 2/14
・夏休み花火大会開催 平成 26年度 児童数(529)、教職員(39)

平成 15年度 児童数(805)、教職員(44) ・自転車神奈川県大会出場

第 2代校長 高原 重信 着任 ・製氷機設置（理科室）

・開かれた学校づくり連絡会 ・台風による臨時休業 10/6
・自治会長懇話会開催 平成 27年度 児童数(523)、教職員(39)
・民生児童委員連絡会開催 ・放課後子ども教室開校（青少年課）

・桜植樹（校庭西側 10本） ・浸水想定区域防災行動訓練

平成 16年度 児童数(770)、教職員(44) 平成 28年度 児童数(528)、教職員(37)
・飼育小屋完成 第 5代校長 籾山 忠範 着任

・県教委優良ＰＴＡ表彰 ・熊本地震災害義援金活動 43,238円
・梅植樹（中庭） ・親子で学ぼう公開講座 6/18（土）

平成 17年度 児童数(787)、教職員(43) ・台風による臨時休業 9/8
・民生児童委員防犯ﾊﾟﾄﾛｰﾙ開始 ・災害用マンホールトイレ完成 9/29
・防犯ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ開始 平成 29年度 児童数(522)、教職員(37)
・ｷﾗｷﾗﾃﾞｰ開始（体力づくり） ・校庭側溝掃除（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ協力）

平成 18年度 児童数(720)、教職員(44) ・伊勢原ミニ駅伝（女子優勝：新記録）

・市教委委託研究報告会（算数） ・成瀬公民館まつり児童作品展示

・青い目の人形贈呈（2体） ・大雨による避難所開設（年 3回）
ｱｲﾀﾞﾎ州ﾛﾝｸﾞﾌｪﾛｰ小学校より 平成 30年度 児童数(502)、教職員(37)

平成 19年度 児童数(715)、教職員(42) ・創立 20周年記念事業
・腐葉土作成施設完成 （ﾛｺﾞﾏｰｸ作成、航空写真、記念給食、

・ﾐﾆ水族館設置 ミニ講話、新東名見学、ﾓｰﾓｰｽｸｰﾙ等）

平成 20年度 児童数(669)、教職員(41) ・西日本豪雨災害義援金活動 38,000円
第 3代校長 細谷 毅義 着任 ・夜間照明を LED電灯に交換
・創立 10周年記念式典 ・市教委研究委託報告会(国語)

(航空写真、音楽鑑賞等） ・新東名開通式典代表児童参加 3/17
・みずべの広場、しあわせの池、 平成 31年度 児童数(509)、教職員(39)
かぜの丘 完成 令和元年度 ・新元号「令和」に改元 5/1

平成 21年度 児童数(658)、教職員(42) (5/1「即位の日」ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｳｨｰｸ 10
・新型ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ流行 連休、10/22「即位礼正殿の儀」)
・雨水タンクの設置


